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地
域
の
消
防
力
を
充
実

来
春
に
完
成

昭
和
五
十
六
年
度
補
正
予
算
（
第
一

回
）
が
、
六
月
定
例
嵐
会
で
可
決
、
成

立
し
ま
し
た
。
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、

青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
総
合
福
祉

会
館
の
建
設
な
ど
総
合
的
な
ま
ち
づ
く

り
へ
の
経
費
が
針
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
市
民
の
生
命
と
財
廉
を
守

る
た
め
の
施
策
と
し
て
、
仮
称
西
宇
治

を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
昭
和
二
十
七
年
に
消

防
本
部
を
設
置
。
そ
し
て
市
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
要
望
の
強
か
っ

た
救
急
業
務
を
昭
和
三
十
四
年
か

ら
開
始
し
、
本
格
的
な
消
防
・
救

急
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

昭
和
四
十
三
年
ご
ゑ
召
の
人

口
急
増
に
伴
い
、
昭
和
四
十
五
年

に
東
宇
治
消
防
出
張
所
、
そ
し
て

昭
和
四
十
七
年
に
西
宇
旧
消
防
出

張
所
忿
誕
一
し
、
昭
和
五
十
一
年

に
は
両
出
張
所
奮
分
署
に
し
て
消

防
体
制
姦
化
な
見
ヅ
拓

し
、
人
口
急
増
に
よ
る
都
市
化
は
、

中
高
層
建
築
物
や
危
険
物
施
設
の

増
加
夕
巫
み
、
年
々
、
複
雑
・
多

様
化
ｆ
ｙ
る
都
市
災
害
に
対
摩
右

消
防
・
救
急
・
救
助
体
制
の
整
備

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
ず
。
こ
の

た
め
、
化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

や
事
故
の
Ａ
＞
W
ど
に
出
動
す
る

工
作
車
か
購
入
す
る
な
ど
、
す
べ

て
の
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
、
消
防
・
救
急
活
動
の
充
実

に
努
め
て
い
ま
ｙ
。

出
動
件
数
が
増
加

西
宇
治
消
防
分
署
に
は
、
現
在

消
防
車
一
台
と
救
急
卑
一
台
が
配

置
必
れ
て
お
り
、
地
域
の
消
防
・

Ｉ切踏鉄近は真写ぐすましざめを実充の力防消の西以鉄近▲

救
急
活
動
に
取
盆
尤
で
い
ま
ず
。

今
回
、
消
防
出
張
所
の
建
設
を

す
す
め
る
西
宇
治
地
域
は
、
近
年

宅
地
造
辰
が
Ｔ
す
み
、
市
内
で
は

人
口
が
急
増
し
て
い
る
地
域
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
ず
。
な
か
で
も
、

近
鉄
以
西
の
人
口
増
加
は
著
Ｌ
乙
、

昭
和
五
十
五
年
十
月
現
在
で
五
万

四
千
五
百
人
と
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
は
総
人
口
の
三
布
刄
占
め
て

い
ま
ｙ
。
ま
た
、
西
奎
詞
防
分

署
管
内
で
の
火
災
・
救
急
件
数
は

昭
和
五
十
五
年
中
’
ｊ
ハ
災
十
九
件

貧
冗
百
六
ナ
で
件
と
市
全
体
の

通報から現場まで(昭和55年中の市内の火災･救急活動)

゛
』

一
緬
」

ｅ

生発災火

中野助役を選任

教育委員に大谷頁さん

役…
「

六
月
三
日
の
市
議
会
本
会
議
で
。

欠
員
に
な
っ
て
い
ま
し
た
宇
治
市
’

助
役
に
、
中
野
其
爾
（
五
十
一
歳
）

亭
余
逸
任
同
意
鳶
笛
し
た
。

市
議
会
で
同
憂
４
た
中
野
助

役
は
、
「
市
長
の
意
夕
ふ
ま
え
、

清
潔
盃
男
あ
る
市
政
の
実
現
の

だ
の
、
努
力
す
る
営
惜
で
す
。
何

分
に
も
微
力
ぶ
ゐ
で
、
ご
支
援
、

ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
７
．

と
あ
い
さ
つ
か
ｎ
蛋
し
た
。

主
な
m
は
次
の
と
お
的
今
ず
。

◇

▼
城
陽
市
大
字
久
世
小
平
下
ｘ
谷

十
八
番
地
の
七
六
に
在
住
。

ｖ
昭
和
三
十
一
年
三
月
立
命
館
大

學
卒
業
、
昭
和
二
十
五
年
七
月
京

都
府
宮
津
保
傭
酢
に
勣
務
、
昭
和

四
土
ハ
里
八
月
京
都
庶
笞
宇
治

市
へ
派
遣
、
宇
治
市
教
育
香
異
合
一

総
務
課
長
、
昭
和
四
土
〈
年
十
月

宇
治
市
教
育
委
員
必
一
教
育
次
長
、

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
企
画
管
理

部
長
夕
歴
任
。

ま
た
、
同
議
<
!
Ｒ
Ｐ
は
、
欠
員

で
あ
っ
た
宇
治
市
教
育
委
員
に

大
谷
寅
（
四
土
ハ
歳
、
宇
治
塔
ノ

川
一
一
五
番
地
の
一
二
、
旦
在

大
″
ｉ
授
ご
｛
λ
か
任
命
す
る
こ

ど
が
同
讐
£
ｙ
Ｆ
レ
。
｀
。
そ
し
て

m
市
自
治
功
労
者
に
、
梅
原
又

雄
心
志
津
川
南
組
三
五
｝
、
加
地
勇

（
伊
勢
田
町
若
林
八
の
二
さ
、
竹

林
限
峻
（
宇
治
乙
方
四
五
）
、
野
口

一
美
（
小
倉
町
久
保
二
Ｉ
）
、
｛
晟

日
出
年
（
小
倉
町
南
浦
八
一
の
一

八
）
、
村
田
省
蔵
（
五
ヶ
庄
梅
林
さ
、

吉
田
明
（
槙
島
町
南
落
合
三
の
七

一
石
、
阿
甲
俊
（
槙
島
町
幡
貫
九
）
、

松
山
ま
き
（
大
久
保
町
北
の
山
一

九
）
、
鳥
倉
友
次
（
乙
訓
郡
大
山
崎

町
）
さ
ん
ら
干
〈
の
方
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
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１痢
故
傷事
負
通
般

急
文
一

三
七
§
か
ａ
め
る
な
ど
、
火
災
、

救
急
出
動
件
数
は
年
々
増
加
し
て

い
ま
ず
一
。

一
方
、
西
宇
治
地
域
は
、
近
鉄

に
よ
り
分
断
芦
れ
た
形
に
な
っ
て

お
り
、
ダ
イ
ヤ
過
密
に
よ
る
踏
切

し
や
断
時
間
の
増
加
や
国
道
2
4
号

線
の
交
通
の
混
雑
な
ど
に
よ
っ
て
、

緊
急
自
動
車
の
珊
珊
到
着
が
遅
れ

る
な
ａ
ｊ
ｍ
常
の
消
防
・
救
急
活
動

に
影
響
が
Ｂ
て
い
ま
ず
。
な
か
で

も
西
小
倉
地
域
は
マ
ン
モ
ス
住
宅

地
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
地
域
で

自
警
団
や
防
火
推
進
委
員
ｍ
ｍ

ｇ
し
『
地
域
ぐ
る
み
で
防
火
対

へＡ
ｊ

策
、
消
防
意
識
の
高
揚
に
取
的
一
組

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
払
し
、
家

屋
の
密
集
状
況
や
道
路
事
情
な
ど

か
ら
昭
和
五
十
三
年
に
西
小
倉
に

消
防
分
署
の
設
置
が
請
願
さ
れ
る

な
ど
、
近
鉄
以
西
地
域
に
お
け
る

消
防
・
救
急
活
動
対
策
が
強
ぐ
求

め
■
＆
!
ｉ
て
い
毒
し
た
。

安
全
都
市
の
実
現
へ

こ
の
ほ
芦
建
設
が
決
定
し
た
仮

称
西
宇
治
消
防
出
張
所
の
建
設
予

定
地
は
、
西
小
倉
中
学
校
隣
接
地

の
伊
勢
田
町
遊
田
で
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
二
階
建
約
四
百
五
十
平

方
虹
キ
定
し
て
い
未
了
。
こ
の

ほ
か
、
東
宇
治
分
署
の
増
築
や
防

汗
り
り
▽

舜
２数″出

勢
３トスベ因原災火

件
件
件

1
2
7
7

ｔ

‥

ご
い
’
堕

．
…

火
水
槽
の
設
置
、
そ
し
て
、
緊
急

時
に
活
用
す
る
消
防
通
信
室
思
″

シ
ス
テ
＜
m
置
す
る
な
ど
、
地

域
に
根
ざ
し
た
消
防
活
動
に
取
り

組
む
こ
と
に
し
て
い
未
７
。

今
後
、
ま
ず
ま
で
複
雑
・
多
様

化
し
て
い
く
都
市
災
害
に
対
Ｓ
す

る
た
め
、
消
防
体
制
の
充
実
は
も

多
｛
ん
の
こ
と
、
市
民
の
参
加
を

得
だ
予
防
対
策
に
取
り
く
み
、
安

全
で
快
適
な
ぐ
ｎ
Ｑ
.
し
が
ｉ
ｆ
ｌ
ｆ
ｉ
Ｋ
ｊ
r
安

全
都
市
」
の
実
現
に
男
め
る
こ
と

に
し
て
い
ま
ず
。

空地の雑草
すすんで刈り取りを

た
り
、
良
好
な
農
地
に
悪
影
響
を

与
汽
た
μ
し
て
い
ま
Ｋ

ま
た
、
ｇ
ｉ
に
に
草
の
茂
っ
て

い
る
空
地
が
あ
っ
て
、
所
有
者
が

わ
か
忿
い
場
合
は
、
市
役
所
環

境
保
全
課
ま
で
ご
連
絡
ぐ
だ
さ
い
。

市
で
は
、
「
草
刈
的
一
条
例
」
に

高
つ
き
指
導
奎
行
っ
て
い
求
ふ
、

草
が
伸
び
Ｊ
系
り
の
い
ま
、
自
主

的
な
草
刈
り
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
手
。

所
有
者
に
市
か
ら
連
絡
令
旨
指

導
や
助
弧
存
い
ま
ず
。

な
お
、
自
ら
章
刈
吟
一
が
１
屁

い
場
合
は
、
一
平
方
μ
当
り
四
十

円
で
市
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き

ま
ｙ
。
く
わ
し
い
こ
と
は
市
役
所

環
Ｋ
保
:
<
≫
課
（
ａ
＠
Ｊ
Ｌ
ｔ
１
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

消
防
出
張
所
を
瓊
設
し
消
防
力
の
充
実
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9
8りよだｋ

昭
和
四
十
八
年
に
消
費
坐
箱

談
登
居
砥
石
、
昨
年
四
月
か
ら

は
毎
月
一
回
、
専
門
の
相
談
員
に

よ
る
相
加
苔
設
置
、
岑
り
に
今
年

五
月
か
ら
は
、
地
域
で
の
専
門
相

談
員
に
よ
る
相
肪
苔
し
て
い
未
丁
。

し
か
し
、
咋
年
寄
蓼
公
妃
件

数
は
三
十
九
件
と
少
な
く
、
も
っ

と
み
な
池
ん
の
牛
活
に
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
ど
ツ
〈
て
い
未
了
。

そ
の
中
で
も
い
く
つ
か
の
事
例

を
お
知
ら
せ
Ｌ
Ｘ
ヂ
。

簡
易
浄
化
槽
の

訪
問
販
売

〔
相
談
〕
私
が
不
在
中
、
『
き

の
う
奥
さ
ん
が
契
約
す
る
と
I
J
E
C

れ
た
』
と
、
簡
易
浄
化
槽
を
売
り

に
仮
死
。
夫
は
信
じ
契
約
し
た
が
、

私
に
は
｀
？
〈
が
な
い
の
で
解
約
し

た
い
。〔

ア
ド
バ
イ
ス
〕
セ
ー
ル
ス
マ

ン
は
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
契
約
す

’
？
５
に
も
ち
か
け
て
孝
柔
ｙ
。

一
度
契
約
す
れ
ば
口
頭
で
の
や
り

と
り
は
後
で
ボ
か
け
斡
に
な
り
ま

す
の
で
、
そ
の
場
で
の
判
断
は
避

け
る
こ
と
が
必
贋
者
。
本
件
の

場
合
は
、
〈
ク
ー
リ
ン
グ
ォ
フ
〉

の
期
間
内
で
あ
っ
た
の
で
解
約
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
訪
９
亙
た

ら
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
之

Ｏ
玄
関
に
入
れ
る
前
に
、
訪
問
の

目
的
嚢
’
ｔ
か
め
ま
し
ょ
う
。

Ｏ
衝
動
買
い
は
禁
物
で
す
。
そ
の

商
品
が
必
要
な
の
か
冷
静
に
判

断
し
澪
し
ょ
う
。

Ｏ
売
買
契
約
奪
ｙ
る
と
き
は
、
購

入
条
件
を
書
い
た
書
面
夕
必
ず

も
ら
い
、
内
容
｀
ま
ぐ
読
み
≪

‐
し
ょ
う
。

Ｏ
口
頭
１
－
す
有
利
な
条
件
は
、

必
ず
書
面
に
記
載
し
て
も
ら
つ
一
。

Ｏ
代
金
の
全
額
を
支
払
幻
な
い
で

解
約
で
き
る
権
利
（

グ
ォ
フ
）
を

保
管
し
て
お

く
方
が
安
心

で
す
。

ク
ー
リ
ン
グ

ォ
フ
制
廣
と

は
指
定
商
品

事例紹介

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の

事
故

〔
相
談
〕
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出

し
た
ジ
ャ
ケ
″
ト
金
奉
後
に
着

で
ぶ
た
ら
、
縮
ん
で
し
ま
っ
て
い

て
着
ら
れ
な
い
、
μ
χ
千
れ
ぱ
艮

い
か
。〔

ア
ド
バ
Ｖ
ス
〕
Ｊ
＾
＝
^
-
ニ
ン

グ
の
完
成
品
含
哩
ご
っ
た
場
合

は
、
そ
の
場
で
±
W
a
状
況
m

認
す
る
こ
と
が
必
要
で
ｆ
一
。
ま
た
、

事
故
貴
任
の
所
在
（
生
地
、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
方
法
、
伊
用
方
法
）
は

Ｏ
信
用
の
あ
ゑ
琴
選
び
、
必
ず

更
Ｗ
証
｀
身
け
取
る
。

Ｏ
溶
剤
や
湿
気
が
残
っ
て
い
t
ｏ
ｓ
ｓ

<
i
a
が
あ
る
の
で
、
袋
か
ら
出
し

て
風
か
通
し
防
虫
剤
や
防
湿
剤

今
ハ
れ
て
保
存
し
鳶
し
よ
ｔ

食
中
毒

〔
相
談
〕
こ
れ
公
夏
場
に
か

け
て
食
中
毒
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り

求
ふ
、
家
庭
で
畜
簒
予
防
法

ど
の
消
毒
を
ず
る
。

Ｏ
媒
介
す
る
ネ
ズ
ミ
、
ハ
エ
、
ゴ

キ
プ
リ
な
ど
の
駆
除
呪

あ
な
た
の
近
く
で

移
動
消
費
生
活
相
談
も

み
な
さ
ん
も
。
悪
質
な
訪
問
販

売
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
傷
、

そ
し
て
食
品
が
腐
っ
て
い
た
な
ど

で
お
困
り
に
な
っ
た
経
験
は
あ
り

■
ま
せ
ん
か
。

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

公
的
機
関
に
検
査
奮
依
頼
し
、
そ
は
。

の
判
断
結
果
牽
ま
っ
て
対
処
し
て
・
〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕
食
中
毒
の
年

い
未
了
。
本
件
の
場
合
、
グ
a
―
問
発
生
件
数
の
八
割
が
七
月
か
ら

ニ
ン
グ
の
プ
レ
ス
に
問
題
が
あ
る
十
月
で
、
八
月
か
ら
九
月
が
ピ
ー

の
で
、
店
の
方
で
修
理
し
て
も
ら
ク
で
ｙ
。
発
生
場
所
は
家
庭
が
多

う
こ
と
で
解
決
し
ま
し
た
。
な
お
、
ぐ
、
総
件
数
の
四
〇
～
五
〇
％
を

修
理
不
可
能
な
場
台
は
、
賠
償
基
占
め
て
い
未
丁
。
原
因
と
な
る
食

準
に
屑
つ
き
賠
唇
尻
ま
ｙ
。
品
で
最
も
多
い
の
が
魚
介
類
で
す
。

卜
m
i
ク
＝
＼
Ｉ
ニ
ン
グ
の
出
し
食
中
毒
の
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は

方
を
お
ぼ
え
て
お
き
汲
し
ょ
う
。
次
の
と
お
ぴ
で
す
。

〇
破
れ
て
い
る
所
は
修
潤
し
、
し
〇
手
、
エ
プ
ロ
ン
、
台
所
用
タ
オ

み
の
個
所
に
は
糸
印
を
つ
け
て
ル
な
荒
清
潔
に
。

店
側
と
確
認
し
φ
コ
。
〇
加
熱
１
忌
も
の
は
、
で
き
る

Ｏ
高
価
な
ボ
タ
ン
は
、
め
ん
”
ち
が
け
食
べ
る
直
前
に
加
熱
す
る
。

で
も
は
ず
し
て
出
す
。
〇
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
夕
千
盆
用

こ
皿
礁
い

ぎ
奎
行
っ
て

い
ま
ず
。

消
費
単
活
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト

に
よ
る
相
談
受

付
で
ｆ
ｙ
の
で
、
苦
情
相
談
に
限
ら

尤
晟
洗
剤
、
食
品
添
加
物
、
過

大
包
装
の
問
題
な
ど
の
学
習
の
場

と
し
て
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
移
勣
相
談
の
予
定
）

▽
８
月
1
2
日
伽
午
前
1
0
時
～
午
後

３
時
、
大
和
田
公
<
!
Ｓ
堂

マ
９
月
９
日
團
午
前
1
0
時
１
午
後

３
時
、
小
倉
地
域
（
場
所
は
９

月
の
市
政
だ
よ
り
で
）

も四四匹節皿

み
な
会
芯
中
に
は
、
『
捨
て

る
に
は
惜
し
い
品
な
の
で
』
と
物

置
に
し
ま
っ
て
い
る
人
や
、
「
欲

し
い
が
新
品
ま
で
は
」
と
た
め
ら

っ
て
い
る
人
が
案
外
多
い
の
で
ぱ

な
い
ｖ
ｕ
し
よ
シ
か
。

市
で
ぱ
、
そ
シ
レ
ｉ
ｌ
品
を
譲
び

た
い
人
か
ら
譲
っ
て
ほ
し
い
人
に

あ
っ
せ
ん
す
る
「
不
否
稽
報
セ

ン
タ
ー
」
至
八
月
一
日
か
ら
開
設

し
て
い
ま
ｙ
。

取
り
引
き
の

シ
ス
テ
ム

そ
の
結
果
牽
古
以
内
に
希
望

者
が
情
報
セ
ン
タ
ー
に
報
皆
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

未
了
。
（
左
の
図
）

▽
問
題
な
ど
の
処
理
…
故
障
、
欠

陥
、
破
損
、
そ
の
他
問
題
が
発

ま
し
た
場
合
は
当
事
者
で
Ｓ
議

し
て
解
決
す
る
も
の
と
し
、
市

は
、
一
切
の
問
題
に
責
任
は
負

い
ま
せ
ん
。

▽
登
鋒
先
と
受
付
時
間
・
・
血
録
は

不
服
岫
情
報
セ
ン
タ
’
‐
‐
（
〒
6
1
1

宇
治
琵
琶
習
函
市
役
所
商
工

観
光
課
消
費
隻
保
豊
＠
ｔ
Ｌ

４
Ｌ
内
線
2
6
4
）
へ
。
営
付
時
間
は
、

午
前
九
時
～
午
後
三
時
、
土
嘔

日
は
午
前
九
時
一
十
一
時
、
日

嘔
日
・
祝
且
球
腿
付
け
Ｌ
ｉ

せ
ん
。

品物の取り引き方法

1
1
1
1
1
1
1
‐
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
｛

尹

七

登録の対象品目

１

の
‐
‘

一
こ
と
一
ご

言

ど

Ｅ
言
二
蒜
ご
匠
Ｆ

ぺ
に
ご
Ｅ
ぎ
で
こ
コ
こ
ご

類
具
品
器
｛
い
車
品
四
品
品
・
他

分
家

ｍ
゛
こ
一
一
一
霜
ツ
習
ｌ
ｍ
作

ス
レ

〈
ゆ
ず
り
ま
す
〉
…
げ
た
箱
、
Ｓ

接
セ
″
ト
、
食
卓
テ
ー
プ
ル
セ
＾

゛
Ｓ
４
ａ
／
ｌ
ｌ
Ｚ
°
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
ノ

〈
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
〉
…
学
習

机
、
書
斎
机
、

／
戸
／
Ｉ
Ｘ
／
・

整
理
ダ
ン
ス
、
シ

ー
ー
％
―
・
φ
／
―
・

回
緊

0101

私
た
ち
消
費
者
に
提
供
さ
れ
る

生
活
物
資
は
、
日
々
豊
富
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
便
利
さ
の
Ｉ
方
で
、

品
質
や
事
故
に
対
す
る
苦
情
、
人
体

や
環
境
に
対
す
る
安
全
性
の
問
題
な

ど
が
生
じ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

今
や
消
費
者
を
と
り
ま
く
問
題
は
個

人
と
し
て
解
決
で
さ
な
い
も
の
も
多

゛゛｀一一｀心『゛一゛一゛゛Ｗ゛｀゛｀皿｀

く
な
っ
て
さ
ま
し
た
。
市
で
は
、
消

費
生
活
に
か
か
わ
る
知
識
や
問
題
を

紹
介
し
て
さ
ま
し
た
が
、
今
回
は
市

や
、
。
消
費
者
団
体
’
の
活
動
な
ど

を
紹
介
し
、
多
く
の
市
民
の
み
な
さ

ん
に
も
消
費
生
活
の
諸
活
動
に
参
加

し
て
い
た
だ
さ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

物
価
対
策
な
ど
に
関
心

消
費
者
団
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

現
在
、
市
内
に
は
、
「
消
費
者

団
体
」
が
十
八
団
体
ほ
芦
忌
り
ま

哭
そ
の
取
ひ
組
み
も
物
価
問
題
、

合
成
洗
剤
問
題
、
食
品
添
加
物
問

題
な
ど
ｊ
ｉ
哭
蛋
な
活
動
内
容

と
な
っ
て
い
ま
ず
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
地

域
の
消
費
者
の
暮
β
に
暴
寺
る
役

割
鳶
は
た
し
て
い
る
と
い
え
ま
ず
。

と
く
に
、
昭
和
四
十
八
年
秋
の
オ

イ
ル
シ
ョ
″
ク
時
に
は
、
行
政
や

業
者
を
勲
？
巡
も
の
で
Ｋ
こ

の
時
を
契
構
と
し
て
、
各
団
体
に

ｓ
ヽ
i
t
/
ｒ
v
i
ｎ
-
i
M
I
i
M
i
’
M
n
Ｇ
Ｍ
Ｊ
l
Ｏ

そ
こ
で
、
各
消
費
煮
団
体
が
暮

β
忿
寺
り
、
安
全
な
忠
Ｉ
腿

を
取
ｙ
ｙ
テ
た
め
、
ど
の
ぷ
コ

に
活
動
鳶
？
い
る
か
蔵
消
費

隻
据
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
し

新
日
本
婦
人
の
会

公
害
問
題
学
習
会

宇
治
市
連
合
婦
人
会

ムダのない暮らしを

不用品情報センターで

皿
。
、
ｍ
…
…
三
沢
籐
一

紀
Ｉ
…

…‘

・
一

匹
…
…
…
…
・

天
一

゜
ｉ
゛
｀
゛
゜
・
゛
…
…
・
¨
゛
゛

匹
一

雌

四
大
ふ
Ｊ

麟
一
一

一
１ １

’ 一
…
……

…

謡

大

作

四
Ｚ

一
…
…
…
…
…
”
｛
一
゛
・
゜
■
゛
一
一
一
・

｀

暮
ら
し
の
情
報

区
ｊ
ｔ

・
に
／
↑

一
。
圏

匹
＼
｀
χ

登
録
中
の
品
物

⑩－
－
－
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

間
ｍｍ

川
ｍ

川１
ｍ－ｍ

ｌ
ｍ

川
ｍ

川
－ｍ

皿皿皿
ｍ

川
ｍ

川１１
－ｍ

皿
―
！Ｉｍｍ一＝川

ｍ
―
川

―
ｍ川

―
ｍ川ｍ川川ｍ川

川
ｍ１ １

川岫
ｍ

皿
一

皿
ｍ

川
ｍ

ｌ
ｍ

川
ｍ

皿
－ｍｍ

川一四川

一一一一一一



ｉ市治

石けんの使い方に工夫

冴｛
○
斟Ｉ

Ｑ
り
ぐ

消費生活連続講演会から

消
費
隻
逞
続
講
座
で
澱
賀
大

学
教
授
鈴
木
但
曇
λ
が
譚
演
さ

れ
た
「
水
を
守
る
ト
に
粉
河
χ

｀
上
手
に
m
＼
｡
か
<
m
>
ｓ
M
し

を
お
知
ら
せ
し
ま
ず
。

あ
る
と
い
≫
ｒ
≪
５
)
の
で
瓦
健
康
と

い
-
n
i
[
｜
＆
.
£
＃
.
i
＜
る
と
安
全
性
が

確
認
孤
れ
て
:
:
＞
な
い
も
の
、
少
し

で
も
有
害
性
の
あ
る
も
の
の
Ｍ
Ｆ

は
海
け
る
べ
き
で
Ｋ

環
境
へ
の
影
響
は
、
洗
剤
に
含

ｆ
ｌ
Ｋ
る
リ
ン
に
よ
っ
て
植
物
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
な
ど
が
増
え
る
富
栄
養

化
現
象
が
あ
り
、
滋
賀
県
の
琵
琶

全
に
下
水
処
理
さ
れ
ず
、
Ｌ
Ａ
Ｓ

洗
剤
な
ど
に
含
:
i
H
＜
≫
ｃ
>
物
質
と
同

様
の
も
の
が
分
解
w
ｉ
ず
に
残
ｓ
>
’

水
M
:
染
し
柔
７
。

有
害
性
の
あ
る
も
の
は
一
切
使

わ
な
い
方
が
よ
ぐ
、
洗
剤
の
場
合

は
、
す
ぐ
れ
た
粉
石
け
ん
が
あ
り
、

な
ん
ら
犀
宿
に
支
障
を
き
た
さ
な

い
の
で
す
か
ら
、
石
け
ん
に
切
り

替
え
る
こ
と
で
す
。

m
t
＼
≫
t
．
｀
ｒ
ｗ
■
｀
／
ｙ
’
、
″
、
ａ
ｌ
″
Ｉ
″
『
″
″
￥
や
９

や
市
の
消
費
忠
直
蓮
営
の
中
心

と
な
っ
て
も
６
つ
て
い
康
ｙ
。

表
示
確
か
め

石
け
ん
購
入
を

粉
石
け
ん
の

洗
濯
の
方
法

ノ
／
ｖ
４
″
ｙ
！
．
・
．
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｊ
I
m
≪
ｆ
<
i
!
S

S
S
M
j
と
「
牛
活
ア
ン
ヶ
Ｉ
ト
調

芦
に
娶
逗
み
、
さ
ら
に
早
急

れ
る
の
は
、
水
質
の
問
題
が
、
洗

い
方
が
誤
っ
て
い
る
た
め
と
思
い

‘
手
。昔

、
硬
水
地
帯
で
は
、
雨
水
を

蒙
コ
、
洗
濯
ソ
ー
ダ
今
ハ
れ
て
洗

'
ｆ
＾
ｔ
ｆ
ａ
じ
た
と
い
い
ま
７
．
ま
た
、

風
呂
水
な
ど
を
軟
化
し
て
い
る
の

で
便
い
よ
い
も
の
で
Ｋ
そ
れ
ぞ

れ
、
工
夫
し
て
使
っ
７
ぷ
る
と
使

い
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
７
．

〈
洗
濯
の
順
序
と
注
意
点
〉

①
予
洗
す
る
（
た
だ
し
、
化
繊
の

一
部
は
し
な
い
方
が
よ
い
）

②
摂
氏
二
〇
度
以
上
の
水
聚
〈
れ

る
（
水
道
水
で
よ
い
。
匁
価
は

風
呂
の
残
ひ
湯
か
、
や
か
ん
Ｉ

杯
の
湯
牽
〈
れ
る
）

⑤
脱
水
と
す
す
ざ
を
二
、
三
回
繰

旦
卒
ｙ
。
た
め
す
す
ざ
ｙ
ず
る

こ
と
人
体
も
環
境
も
、
一
度
汚
染
さ

れ
る
と
回
復
す
る
こ
と
は
困
難
で

す
。
有
害
物
質
を
蒙
つ
こ
と
M
-

め
、
自
然
を
守
る
た
め
、
石
け
ん

を
便
ラ
こ
と
を
寥
竹
し
て
い
っ
て

い
た
だ
参
た
い
と
思
い
未
了
。

樋
口
透

０
３
６
－
９

広
野
婦
人
会

宇
治
市
消
費

生
活
研
究
会

p
w
ｘ
j
'
―
'
i
ｖ
^
'
W
'
i
i
'
K
W
i
i
＾
ｎ

す
め
て
い
‘
’
チ
。
さ
ら
に
、
合
成

洗
剤
か
ら
石
け
ん
へ
の
切
ひ
替
え

を
含
貝
に
よ
び
か
け
て
い
未
了
。

宇
治
母
親
大
会

連
絡
会

小
林
綾

⑩
0
8
7
3

連
絡
<
!
Ｈ
な
の
で
、
食
品
問
題
や

合
成
洗
剤
追
放
、
物
価
対
策
は
生

活
協
同
組
合
を
中
心
に
、
ま
た
公

害
問
題
や
筈
洒
環
境
を
守
る
活
動

は
新
日
本
婦
人
の
会
を
中
心
に
行

っ
て
い
求
ｆ
。

生
命
を
守
る
た
め
の
平
和
運
動

と
、
生
命
を
育
て
る
た
め
の
教
育

問
題
や
食
品
・
環
境
問
題
、
公
害

問
題
に
璽
点
を
お
い
な
一
錫
を
し

て
い
ま
ｙ
。宇

治
婦
人
会

-
-
"
(
Ｍ
ノ
＝
＾
<
｡
、
-
^
･
m
l
^
|
|
:
l
＾
-
l

ピ
、
電
気
あ
ん
ま
機
、
照
明
器
具

電
気
オ
ル
ガ
ン
、
プ
ロ
パ
ン
用
コ

ン
Ｒ
ベ
ビ
ー
用
ゆ
ぴ
か
ご
、
ベ

ビ
ー
用
歩
行
器
、
じ
ゅ
ラ
た
ん
掃

除
器
、
ミ
シ
ン
、
散
水
ホ
ー
ス
、

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
カ
ー
テ
ン
、
ス

チ
ｒ
ル
倉
庫
。

蓮
池
婦
人
会

湖
西
ｊ

小
倉
西
浦
東
婦
人
会

1101

お
ぐ
ら
消
費
生
活

学
習
グ
ル
ー
プ

京
都
生
活
協
同
組
合

洛
南
支
部

ま
た
、
合
病
洗
剤
追
放
に
む
け

て
、
「
Ｌ
Ａ
Ｓ
、
リ
ン
追
歌
と
環

境
保
全
奎
器
ヂ
る
署
名
」
な
ど

の
漁
緊
展
開
。
多
’
一
に
、
空
ヵ

ン
条
例
奎
刄
持
し
、
地
域
の
諸
活

動
に
協
力
し
て
い
ま
ず
。

顎
尚
収
の
取
Ｓ
＼
組
み
ｋ
仔
っ

て
い
ま
ず
。

菟
道
自
治
会
婦
人
部

倉
溌
剤
問
題
に
は
、
人
体
と

環
境
へ
の
影
響
と
り
つ
二
つ
の
問

題
点
が
あ
り
ま
ず
。
湖
富
栄
養
化
防
止
条
例
は
、
こ
の
注
意
゜
・
：
③
三
〇
Ｕ
に
四
〇
〃
’
の
粉
石
け
ん

人
体
へ
の
影
響
は
ね
ず
み
の
生
リ
ン
を
貪
‥
洗
剤
の
m
｡
m
制
t
＞
脂
肪
酸
系
粉
石
げ
ん
（
非
矛
オ
を
パ
ー
フ
パ
ラ
と
ま
い
て
溶
か
し

体
実
験
吸
孕
み
の
皮
膚
に
合
し
て
い
孚
・
い
＆
・
と
れ
答
涙
剤
少
し
あ
わ
立
っ
ち
に
混
ぜ
る

戊
洗
剤
を
塗
る
、
あ
る
い
は
注
射
Ｌ
如
し
、
無
リ
ン
洗
剤
で
瓦
九
▽
脂
肪
酸
系
（
陰
づ
オ
ン
系
）
・
：
④
Ｗ
一
類
拿
ハ
れ
柴
コ

す
る
と
、
ね
ず
み
は
死
ぬ
、
皮
膚

障
害
m
こ
す
、
不
妊
症
に
な
る

な
ど
が
吸
琴
に
な
２
じ
た
。

し
か
し
、
こ
の
結
果
の
解
釈
に
二

つ
の
説
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
説
の
違
い
は
、
多
竃
に
使

わ
ず
董
を
守
る
な
m
全
だ
と
い

う
’
り
の
と
、
少
！
で
も
危
険
性
の

あ
る
も
の
は
便
幻
な
い
方
が
よ
い
、

目
に
つ
か
ぬ
と
こ
ろ
へ
の
影
響
が

第
二
の
石
油
危
機
と
い
わ
れ
た
会
員
の
う
ち
五
世
帯
と
筈
洒
改
善
人
が
限
ら
れ
る
も
の
で
、
ク
ー
フ

五
十
四
年
秋
か
ら
、
き
″
の
節
削
が
グ
ル
ー
プ
の
会
員
の
う
ち
九
世
帯
１
な
戸
季
節
的
に
使
用
ず
る
も
の

わ
た
し
た
ち
の
暮
β
し
の
中
に
浸
の
ニ
グ
ル
ー
プ
に
お
願
い
し
ま
し
や
家
族
み
ん
な
で
利
學
葛
も
の

透
し
て
き
て
い
ま
ふ
、
今
吹
も
た
。
は
実
行
回
数
が
低
ぐ
な
っ
て
い
ま

康
ｙ
ま
と
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
施
方
法
◇
す
。

実
践
が
大
切
と
な
っ
て
い
ま
ず
。

◇
゛
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
エ
″
ク

■
そ
こ
で
、
″
夏
の
省
エ
ネ
計
戸
八
月
と
九
月
の
二
ヵ
月
間
、
各
ポ
イ
ン
ト
の
中
で
も
実
行
し
や
ｆ

の
參
考
に
し
て
い
た
だ
こ
>
V
M
’
世
帯
が
「
省
エ
ネ
チ
エ
″
ク
ポ
イ
い
項
目
と
、
し
に
く
い
項
目
が
あ

昨
年
八
、
九
月
の
ニ
カ
月
間
に
府
ン
ト
ー
に
も
改
つ
い
て
、
毎
Ｅ
φ
よ
う
で
す
。
た
と
え
ば
、
カ
ラ

下
各
地
で
行
わ
れ
た
「
省
エ
ネ
ル
実
践
結
果
を
点
検
表
に
○
、
△
、
Ｉ
テ
レ
ピ
の
場
合
、
見
な
い
と
き

ギ
ー
実
践
パ
イ
ロ
″
ト
フ
ァ
ミ
リ
×
印
を
記
入
し
、
実
行
の
度
合
は
に
ス
イ
″
チ
は
切
っ
て
も
、
プ
ラ

ー
グ
ル
ー
プ
設
置
事
蕃
の
結
果
ど
コ
で
あ
っ
た
か
。
電
気
代
、
ガ
グ
ま
で
玖
か
な
か
っ
た
り
、
風
呂

か
ら
宇
治
市
内
で
の
実
施
状
況
を
ス
代
な
ど
は
前
月
と
比
べ
て
芦
多
で
は
夏
場
の
午
前
中
に
水
＊
)
v
み

紹
介
し
ま
ず
。
で
あ
っ
た
か
m
認
し
、
池
ら
に
入
れ
て
お
く
と
か
、
ト
イ
レ
の
消

◇
省
エ
ネ
実
践
に
努
め
て
い
こ
う
と
燈
な
芦
が
案
外
１
埋
か
っ
た
よ

ま
ず
こ
の
事
業
は
、
省
エ
ネ
を
す
る
も
の
Ｐ
Ｗ
う
で
す
。

実
験
的
に
取
夕
組
ん
で
參
旨
豪
◇

’
｛
に
、
目
安
と
し
て
、
各
家
庭

庭
を
五
家
族
以
上
で
Ｉ
グ
ル
ー
プ
◇

実
施
結
果
の
ガ
ス
、
電
気
、
水
道
な
ど
の
料

を
設
定
し
ま
し
た
。
よ
く
実
行
１
是
も
の
は
、
毎
金
を
、
省
エ
ネ
実
践
の
前
月
と
比

字
治
市
で
は
、
地
域
婦
人
合
一
の
Ｒ
使
用
す
る
も
の
や
、
偲
用
す
る
較
に
蚤
し
た
が
、
電
気
代
は
二
千

二
百
石
千
三
円
、
ガ
ス
代
で
二
千

五
十
円
安
く
な
っ
て
い
る
家
庭
が

あ
り
本
じ
た
。

実
践
者
の
感
想

実
践
活
動
夕
通
じ
て
、
習
慣
の
パ
イ
ロ
″
ト
フ
Ｊ
Ｄ
１
が
実
▽
洗
い
過
ぎ
に
注
意
ず
る
こ
と
…

恐
し
さ
を
つ
く
づ
ぐ
感
じ
ま
し
た
。

悪
い
習
慣
が
よ
い
習
慣
に
旁
石
る

ぷ
コ
、
さ
ら
に
男
力
し
た
い
と
思

い
ま
ず
。

古
川
末
子
さ
ん
（
白
川
）

電
気
代
や
ガ
ス
代
の
節
約
に
な

践
し
た
「
省
エ
ネ
ポ
イ
ン
ト
き
化
学
繊
維
は
、
木
綿
な
ど
に
比
べ

か
ら
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
て
、
約
二
分
少
な
い
時
間
で
汚
れ

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン

Ｚ温
度
調
節
す
る
こ
と
・
・
室
温
は
摂

夏
の
省
エ
ネ
計
画

北
村
晶
子
さ
ん
（
白
川
）

今
ま
で
あ
ま
趾
｀
に
し
な
か
っ

た
こ
と
に
津
取
ず
る
よ
う
に
な
り
、

必
要
の
な
い
照
明
か
翁
す
こ
と
や

洗
た
ぐ
の
す
す
ぎ
前
の
脱
水
な
ど

は
忘
れ
ず
に
し
て
ぃ
ま
ｙ
。

中
山
美
佐
子
さ
ん
（
宇
治
）

つ
た
こ
と
は
｛
裂
ろ
ん
で
７
が
、

家
族
み
ん
な
が
協
力
し
合
え
る
機

＜
Ｋ
＊
}
i
i
h
t
＜
Ｖ
-
'
ｔ
Ｊ
ｖ
ｓ
つ
た
こ
と
に
感

謝
し
て
い
‘
’
ヂ
。

省
エ
ネ
の

ポ
イ
ン
ト

氏
二
二
～
三
度
が
漕
珊
々
か
、

省
エ
ネ
の
た
め
二
八
度
に
保
ち
ま

し
ょ
う
。
二
度
下
げ
る
と
二
〇
～

三
〇
％
の
電
力
が
必
要
Ｐ
Ｗ

■
。
。
ｊ
ｊ
水
～
…
、
。
」
。
、
・
。
一

が
夢
呆
チ
。
約
二
〇
む
の
水
の

節
約
に
な
り
I
'
l
j
U
T
＾

＞
車
の
洗
車
は
パ
ヶ
ツ
に
水
衆
た

め
て
・
：
ホ
ー
ス
で
じ
や
口
m
開

に
し
て
十
五
分
間
流
し
っ
ぱ
な
し

の
場
合
、
約
三
八
〇
‥
い
の
水
が
流

れ
康
ｙ
。
パ
ヶ
ツ
（
一
〇
‥
い
）
な

ら
、
約
友
芯
一
の
五
杯
分
で
す

み
ま
ず
。

冷
蔵
庫

▽
不
必
要
に
ド
ア
を
開
閉
Ｌ
な
い

こ
と
・
・
・
一
回
の
開
閉
で
庫
内
の
空

気
は
三
分
の
一
石
外
気
と
入
れ
替

り
未
丁
。
部
屋
の
中
が
摂
昏
一
〇

度
の
と
き
、
十
秒
間
開
け
で
い
る

と
五
上
ハ
度
上
が
り
ま
ず
。
そ
の

た
び
に
モ
ー
タ
ー
が
回
り
、
寿
命

も
短
か
く
な
り
未
ｆ
ｙ
。

(
＞
冷
蔵
庫
の
放
熱
板
の
ホ
コ
＝
＼
＊
)

取
忿
７
こ
と
…
放
熱
板
に
ホ
コ

リ
や
ク
モ
の
巣
を
つ
け
て
お
く
と
、

放
熱
聾
屋
£
げ
ら
れ
五
～
一
〇

％
の
む
だ
ｖ
ｗ洗
濯
機

▽
す
す
″
薦
い
の
前
に
脱
水
牽
ず

る
こ
と
…
洗
っ
た
後
、
脱
水
し
て

か
ら
ｙ
す
ぎ
に
か
け
る
と
、
電
気

代
・
水
の
節
約
に
な
り
ま
ｗ
脱

水
を
二
度
す
る
こ
と
に
な
り
ま
ず

が
、
す
す
″
屁
い
の
時
間
が
短
か

く
て
す
み
未
了
。

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

ら
か
じ
め
熱
し
て
い
る
ブ
レ
ヒ
ー

ト
付
テ
レ
ビ
は
、
消
し
て
い
る
と

き
で
も
毎
時
五
～
一
〇
り
の
電
力

m
費
し
て
い
未
了
。

暮
ら
し
の
情
報
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りよだ政市治宇C
Ｏ
(
Ｏ
斟

夏
休
み
の
子
ど
も
を

交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

夏
の
交
通
安
全
運
ａ
？
Ａ
３
ｎ
:
二
こ
の
運
動
で
は
、
と
ぐ
に
、
夏

川室教
一

春作略ネに全安なんみ▲

や
さ
し
い
労
働
教
室
④

労
使
の
交
渉

〈
団
体
交
渉
〉

を
調
摯
ｙ
る
役
割
か
果
た
す
重

要
な
仕
組
み
で
Ｚ
Ｓ
、
労
便

双
方
が
団
体
交
渉
の
意
味
・
役

剖
に
つ
い
て
十
分
な
饗
武
七

交
＝
通
＝
安
＝
全

止
奎
凶
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
京
都
府
下
で
笙
〈

月
現
在
、
事
故
発
生
件
数
で
六
千

八
百
四
十
五
件
と
前
年
同
期
と
比

べ
て
四
十
八
件
増
加
し
て
い
る
他
、

一ｓ
゛｀

一
゛

ｓｅ
゛｀

Ｆ
゛｀

一
｀
ｓ
゛｝`｝｀

ｒ

夏
休
み
子
ど
も
大
会

審
市
交
通
安
欝
策
協
議
会

：
：
：
：
：
：
：
：
…
い
‥
：
］

剱
恥

゛″゛

゛心‐
｀

Ｉ
Ｉ
｀

団
体
交
渉
に
よ
っ
て
決
め
ら

れ
た
事
に
つ
い
て
は
、
労
働
協

約
と
＾
'
Ｎ
＝
＜
書
の
形
で
あ
き
ら

か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
｀
チ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

あ
と
壱
挺
筝
の
た
ね
に
な
る

こ
と
･
)
Ｐ
)
Ｓ
ｓ
>
ま
せ
ん
し
、
労
便
・

関
係
を
公
正
明
朗
に
す
る
こ
と

に
も
な
り
ま
ず
。

と
宇
治
交
通
安
全
協
会
で
は
、
夏

休
み
キ
戸
Ｅ
夭
＆
夢
閲
曝
ま
ず
。

▼
と
き
・
・
・
ｒ
月
西
島
一
、
午
後

Ｌ
時
１
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
Ｌ
大
久
保

自
動
卑
教
習
所
▼
催
し
・
・
・
ｏ
映
回

｛
交
通
安
差
よ
ド
ラ
}
＼
＜
｡
'
Ｓ
>
＜
<

ｏ
人
形
劇
「
チ
ピ
ク
ロ
サ
ン
ポ
」

ｏ
自
転
車
競
技
大
会
な
ど
▼
問
い

合
わ
せ
・
・
・
交
通
労
政
課
（
Ｒ
ｙ

１
４
１
）
へ
。
函
昏
俘
。

自
分
の
主
張
裴
と
お
す
た
め
に

職
場
か
ら
組
合
員
蔵
Ｉ
１
げ
、

働
く
こ
と
忿
や
め
る
こ
と
が
ス

ト
ラ
矛
キ
で
、
争
栖
作
為
の
中

で
最
も
典
型
的
な
も
の
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。
労
働
者
は
、
ス

ト
ラ
イ
キ
中
は
賃
金
忿
得
ら
れ

ま
せ
ん
し
、
ま
た
ス
ト
ラ
イ
キ

に
よ
っ
て
労
働
者
の
要
求
が
必

労
使
の
意
見
対
立
を
調
整

つ
こ
と
が
必
要
で
す
。
労
働
組

合
を
敵
視
し
。
組
合
員
と
は
話

を
し
な
い
と
考
え
て
い
る
使

用
者
が
い
た
り
、
労
働
組
合
を

結
成
し
た
と
た
ん
に
ス
ト
ラ
イ

キ
客
訟
ず
る
組
合
が
あ
っ
た

り
ず
る
と
労
便
関
係
の
安
定
は

の
ぞ
の
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で

し
ょ
う
。

ス
ト
ラ
イ
キ〈争
議
行
為
〉

ず
し
■
ｓ
m
i
す
る
と
は
い
え
ま

せ
ん
。
労
働
者
に
と
っ
て
ス
ト

ー
フ
イ
キ
は
、
譲
る
こ
と
の
で
き

な
い
主
張
の
手
段
と
し
て
。
や

む
忿
＆
７
と
っ
た
行
為
で
あ
る

と
い
え
ま
丁
一
。

一
方
、
悠
用
者
は
、
ス
ト
ラ

イ
キ
中
は
労
働
力
を
欠
く
だ
の

に
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

死
者
数
、
負
傷
者
数
の
い
ず
れ
も

増
え
て
い
ま
ｆ
｀

そ
こ
ｐ
、
夏
の
交
通
安
全
運
動

で
は
①
夏
休
み
の
子
芦
も
の
交
通

事
故
防
止
②
無
課
還
転
の
防
止
③

暴
走
族
の
追
放
④
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
推
挙
量
点
と
し
嘉
り

組
み
ま
ｆ
。
あ
わ
せ
て
’
m
者

募
集

市
民
図
書
室

ア
ル
バ
イ
ト

宇
治
市
民
図
書
室
で
は
、
ア
ル

バ
イ
ト
職
員
の
募
集
ま
し
て
い
ま

す
。

▼
対
象
…
図
書
に
関
心
の
あ
る

1
8
歳
以
上
（
高
校
生
は
不
可
）
4
0

歳
詐
一
ま
で
？
ハ
▼
勤
務
内
容
・
Ｊ
隔

週
日
曜
日
の
午
前
１
時
半
か
ら
午

後
５
時
ま
で
の
図
竟

募
集
人
員
・
・
・
若
干
名
▼
申
込
み
・
・
・

一
ｅ゛゛゛｀

゛｀゛
一一

゛゛｀
一
｀｀

一
心｀

一一一
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ｓ
Ｉ
ｅ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
Ｉ
』

な
く
な
ひ
ま
ｙ
し
、
■
ま
た
ス
ト

ラ
イ
キ
が
長
期
に
わ
た
る
と
き

は
を
業
経
営
を
危
く
す
る
こ
と

も
あ
び
ま
す
。

ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
労
便
双
方

に
と
っ
て
非
常
の
事
態
で
あ
る

の
み
な
ら
す
当
事
者
以
外
Ｑ
人

々
に
も
多
大
の
影
響
を
あ
た
え

る
も
の
で
す
。
労
便
の
共
存
関

係
迄
埋
解
し
平
和
的
に
解
決
さ

れ
る
こ
と
が
一
番
の
ぞ
≪
U
v
’

慎
重
に
な
さ
れ
る
こ
と
が
必
要

で
し
ょ
う
。

（
交
通
労
政
課
）

と
く
に
子
戸
Ｅ
と
參
人
の
交
通
事

故
裴
な
ぐ
す
こ
Ａ
＞
ｒ
ｆ
)
重
点
に
お
い

て
す
す
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
ず
。

期
間
中
、
市
で
は
、
宇
治
市
交

通
安
全
対
策
協
議
会
畠
心
に
街

頭
管
寥
行
い
ま
で
］
。
市
民
ぐ
る

み
ｍ
Ａ
Ｗ
)
M
<
通
事
熱
ぶ
守

り
ま
し
ょ
う
。
・
（
交
通
労
政
課
）

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
裴
｀

入
し
、
写
真
添
付
の
上
、
宇
治
市

民
会
館
市
民
図
世
蛋
令
甕
出
し

て
ぐ
だ
さ
い
。
く
わ
し
ぐ
は
、
市

民
図
星
（
豊
Ｏ
ｔ
０
４
９
）
へ

お
問
い
令
り
せ
く
だ
さ
い
。

（
公
民
館
）

◇

障
害
者
の
水
泳
教
室

教
育
委
県
会
で
は
、
心
身
障
害

者
の
学
ぶ
機
会
の
保
障
と
、
仲
間

づ
く
ゎ
を
め
!
≪
Ｕ
て
、
心
身
障
害

者
散
室
＆
’
い
て
い
ま
ず
。
今
回

は
、
こ
の
一
環
と
し
て
「
障
害
者

の
た
め
の
水
泳
教
室
を
の
参
加
者
」

を
募
乖
し
て
い
‘
’
チ
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
・
・
８
月
２
日
間
▼
と
こ

ろ
・
・
・
ま
の
浜
水
泳
場
（
バ
ス
｀
一
進

行
し
ま
す
）
▼
対
象
…
市
内
在
住

ま
た
は
市
内
に
勤
務
す
る
心
身
障

害
者
で
、
義
務
教
育
を
終
了
し
、

養
護
学
校
へ
通
学
中
で
な
い
人
▼

参
加
費
・
・
・
一
部
回
〕
負
担
▼
定
員

国民年金が増額

拠出年金は7.8%
の物価スライド

・
・
・
2
5
人
（
重
度
の
障
害
の
人
は
、

保
護
者
の
同
伴
を
お
願
い
す
る
場

合
が
あ
り
ま
ず
）
▼
申
込
み
・
・
心

身
障
害
者
歌
扇
蒋
委
員
、
ま
た

は
宇
治
市
教
育
委
員
会
ａ
教
育

課
（
窓
ｙ
１
４
１
）
へ
。

（
社
会
散
育
課
）

◇

宇
治
手
話
教
室

京
都
府
と
京
都
府
会
基
襲
一
一

で
は
、
手
ａ
一
の
理
解
を
ひ
ろ
め
、

t
Ｃ
ｖ
ｒ
Ｍ
§
者
と
健
聴
者
の
交
流
忿
す

す
め
る
た
め
手
話
教
室
を
開
孝
ま

す
。

▼
Ｒ
程
心
講
演
と
手
話
学
習
）
・
：

乙
研
甘
（
る
７
あ
者
と
手
話
）

3
0
日
（
ろ
Ｃ
Ｍ
Ｓ
と
い
≫
ｒ
＼
障
害
）
、
８

こ
ｙ
ｒ
七
国
民
年
金
が
改
正
さ

れ
、
老
齢
年
金
″
ほ
じ
め
各
種
の

拠
出
年
金
額
が
、
物
価
ス
‘
ｙ
イ
ド

に
よ
炊
増
響
尻
声
巡
。
ま
た

福
祉
平
乎
必
衰
の
よ
う
に
増
額

さ
れ
声
避
。

な
お
、
保
険
料
も
来
年
四
ａ
か

ら
１
ヵ
月
五
千
二
百
二
十
円
と
な

り
ま
哭
（
保
険
年
命
課
）

ｌ
゛
一
一
一
一
｀
瑚
四
″
″
″
″
″
昌

正
月
1
2
0
8
h
i
'
■
ｓ
ａ
ｓ
-
ａ
ｇ
ｓ
ｓ
ｓ
ぶ

言
言
白
豆
言

・
’
‘
ヨ
’
コ
ー
‘
Ｓ
Ｚ

度
n
c
I
3
9
4
”
ｔ
‘
’
‘
”
”
”
”
”
一
朋
哨

京
言
藤
挙
一

蕊

ジ
白
白

芦

＝

国
民
年
會
（
5
6
年
７
月
Ｉ
）
福
祉
年
金
(
I
S
年
８
月
Ｉ
）
○
剛

月
６
日
（
ろ
之
の
者
の
く
ら
し
の

歩
み
・
実
技
Ｌ
名
前
の
表
し
方
）
、

2
0
E
（
手
話
サ
ー
ク
ル
の
生
い
た

ち
・
実
技
Ｌ
あ
い
さ
つ
の
表
現
）
、

2
7
日
（
ろ
う
あ
者
福
祉
の
現
状
、

実
技
＝
手
話
コ
ー
ラ
ス
）
、
９

月
３
日
（
実
技
＝
身
ぷ
り
動
作
、

こ
ん
談
）
、
1
0
a
心
実
技
Ｌ
身
］
ぶ
り

動
作
、
こ
ん
談
）
、
1
7
B
（
実
技
―

指
文
字
・
数
字
）
、
2
4
E
心
実
技
１

時
間
・
月
日
・
疑
問
）
、
一
…
月
１
日

（
こ
ん
談
・
ゲ
ー
ム
交
流
）
、
時
間

は
い
ず
れ
も
午
＊
J
C
D
時
Ｉ
９
時
▼

会
場
…
宇
治
市
民
合
一
館
▼
講
師
…

ろ
.
ｒ
Ｍ
§
者
・
府
立
聾
学
校
散
諭
・

手
話
通
訳
者
な
ど
▼
対
象
・
・
市
民

で
、
原
則
と
し
て
全
日
出
席
で
き

る
人
▼
費
用
・
・
無
料
▼
申
込
み
↑
・
・

７
以
官
ま
で
に
、
福
祉
事
筋
所

障
害
福
祉
係
（
豊
＠
一
１
４
１
）

へ
．
電
話
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
．

（
福
祉
課
）

◇

宇
治
市
陸
上
競
技
協
会

登
録
会
員

こ
の
ほ
ａ
ｊ
結
盛
”
れ
た
肺
王
競

技
ｍ
ｆ
ｍ
’
登
雙
翼
＊
＊
集

し
て
い
ま
刄

▼
活
動
内
容
・
・
・
記
録
会
．
陸
上

競
ｔ
夭
食
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
合
一

や
Ｉ
回
▼

陸
上
競
技
の
菅
好
者
な
ら
、
初
心

者
、
中
・
上
級
者
、
年
齢
･
m

な
ａ
ｊ
Ｅ
ｌ
ｃ
.
ｉ
Ｗ
Ｗ
ん
▼
登
録
料
・
・
・
千

円
（
年
間
）
▼
申
込
み
・
問
い
<
1
D

わ
せ
.
.
.
(
.
.
月
Ｓ
ｉ
ｎ
ｉ
Ｍ
Ｐ
に
宇
治
市

教
育
委
員
会
内
（
ｅ
ａ
ｌ
Ｆ
ｔ
ｌ
）

栢
木
主
事
ま
で
．

心
襲
蕨
育
課
）

催
し

宇
治
茶
の
お
い
し
い

飲
み
方
教
室

▼
と
孝
・
・
―
研
甘
㈹
、
午
後

２
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
：
宇
治
労
働

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
講
習
内
容
・
・
・
①

宇
治
茶
に
つ
い
ｒ
②
お
い
し
い
宇

治
茶
の
出
し
万
、
飲
み
万
（
作
法
）

の
実
習
Ｑ
試
飲
（
添
菓
子
）
▼
講

師
・
・
・
辻
利
一
本
店
の
肱
裂
宮
ん

▼
対
隼
・
・
勤
労
婦
人
を
は
じ
の
一

般
市
民
▼
受
講
料
・
・
・
無
料
（
た
だ

し
、
実
費
三
百
両
が
必
葱
▼
定

員
・
：
4
0
人
▼
申
込
み
・
・
実
費
三
百

円
｀
漑
え
て
、
府
吝
石
労
働
セ

ツ
ル
メ
ン
ト
（
ｆ
ｌ
Ｑ
ｃ
Ｍ
ｃ
ｏ
ｒ
Ｈ
ｉ
ｎ
）

へ
。
（
交
通
労
政
課
）
。

◇

市
民
歩
こ
う
会

▼
と
ｌ
・
・
７
揖
甘
剛
▼
行
き

先
・
・
・
安
土
駅
？
晏
土
城
跡
盈
一

で
能
登
川
へ
▼
集
今
・
・
午
前
７
時

卯
分
に
直
接
、
国
把
石
駅
に
。

な
お
、
交
通
費
、
雨
具
、
弁
当

は
持
尹
そ
ぐ
だ
さ
い
。
園
大
の

場
合
は
1
9
a
に
順
延
。

（
監
蕨
育
課
）

案
内

不
用
犬
の
引
取
り

▼
と
孝
・
・
’
Ｌ
月
1
4
a
㈹
▼
と
こ

そ
・
菟
道
公
民
分
乖
・
・
1
0
時
4
0
分
、

黄
聚
ｍ
衛
隊
・
・
・
1
0
時
5
0
分
、
木
幡

公
民
分
耶
・
・
1
1
時
．
小
倉
仮
設
集

合
一
所
・
・
・
1
1
時
坦
分
、
開
公
民
分
餌

.

.

.
'
-
'
時
印
分
、
日
W
M
堂
・
・
・
1
1

時
3
0
分
．

（
保
健
衛
生
課
）

ｎ
乙
１０－

歯
の
ひ
ろ
ば

り

認
一
心
い
い
宍
″
″
一
測

ば
お
門
ま
少
一
゛
一
’
ヅ
生

ろ
を
き
の
１
談
フ
衛

呂
二
回

Γ
の
・
も
け
さ
爰
セ
検
き
ど

ヽ
ん
は
力
受
だ
刹
る
が
な

四
Ｗ
Ｊ
鵬
謎
‘
一
一
心
皿
心
゛

鞍
一
ヨ
ー
ヨ
ー

府
す
ま
・
頃
お
き
１
ろ
容
楠
パ

都
ま
い
ｉ
日
ヽ
後
こ
ヽ
ヽ
・

京
き
て
皿
」
｀
も
と
と
内
劇
布

開
し
ｆ
で
人
▼
▼
▼
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夏の交通安全運動

7月20日～8月
31日
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